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研究成果の概要（和文）：本研究では高齢者の多くが罹患しているサルコペニア（全身の骨格筋量と筋力が減少
した状態）と窒息との関連性について検討した。まず、全国の介護施設に対して行ったアンケート調査におい
て、施設内で過去に食事中に窒息したことのある入所者のうち、88%がサルコペニアの疑いを認めた。また、サ
ルコペニアと口唇閉鎖力、舌圧との関連性について調査したところ、サルコペニアに罹患するとこれらが弱くな
る可能性が示唆された。口唇閉鎖力および舌圧はともに咀嚼能力と関連することが知られており、咀嚼能力の低
下は窒息の要因となることから、サルコペニアによって口腔機能が低下することで窒息のリスク要因となる可能
性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the relationship between sarcopenia (a 
condition in which skeletal muscle mass and muscle strength are weakened), which affects many 
elderly people, and asphyxia. First, in a questionnaire survey conducted at nursing homes in Tokyo, 
Chiba, Osaka, and Aichi, 88% of the residents who had choked during meals at the facility had 
suspected sarcopenia. In addition, when the relationship between sarcopenia, lip closure and tongue 
pressure was investigated, it was suggested that sarcopenia may weaken these. It is known that both 
lip closing force and tongue pressure are related to masticatory ability, and decreased masticatory 
ability can be one of the causes of asphyxia. Therefore, sarcopenia may reduce oral function and 
become a risk factor for asphyxia. These results suggested that sarcopenia may cause a risk factor 
of asphyxia due to the decreased oral function. 

研究分野： 摂食嚥下

キーワード： サルコペニア　高齢者　窒息　口腔機能　咀嚼　嚥下
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研究成果の学術的意義や社会的意義
窒息で亡くなる方が年々増加しているが、窒息の要因については未だ不明な点が多い。窒息で亡くなる方の大多
数が高齢者であることを鑑みると、高齢者特有の機能低下が背景にあると考えた。そこで、本研究では高齢者の
多くが罹患しているサルコペニアに着目し、サルコペニアと窒息との関連性について検討した。その結果、介護
施設内で窒息を経験した入所者のほとんどがサルコペニアの疑いがあること、サルコペニアによって口腔機能が
低下する可能性を認めたことから、サルコペニアが窒息の要因となる可能性が示唆された。以上のことから、本
研究によりサルコペニアに罹患する高齢者を減らすことによって、窒息事故を減らせる可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

窒息で亡くなる方の大多数が高齢者であることを鑑みると、高齢者特有の咀嚼力や咳嗽力の低

下が要因となっている可能性が考えた。先行研究においてサルコペニアにより摂食嚥下機能が

影響を及ぼす可能性が指摘されていることから、本研究ではサルコペニアと窒息との関連性に

ついて検討を行った。 

 

２．研究の目的 

サルコペニアによる口腔機能の低下が窒息のリスク因子となる可能性について検討する。具体

的には、下記の3項目について明らかにすることを目的とする。 

（1）介護施設内で過去に窒息事故を経験した入所者の特徴を調査し、サルコペニアが窒息事

故の要因となる可能性について検討する。 

（2）サルコペニアを有する高齢者の口腔機能を調査し、サルコペニアが口腔機能に対して独

立的に影響を及ぼす可能性について検討する。 

（3）サルコペニアが原因と考えられる摂食嚥下障害患者の口腔機能を追跡調査し、栄養状態

および骨格筋量と、口腔機能および嚥下機能との関連性について検討する。 

 

３．研究の方法 

（1）介護施設における窒息調査 

介護施設に勤務している介護職員にアンケート用紙を手渡し、施設内で過去に食事中にハイム

リック法や背部叩打等の緊急対応を行った入所者の窒息当時の特徴について回答してもらっ

た。 

 

（2） サルコペニアと口腔機能の関連性についての横断研究 

65 歳以上の回復期病院に入院した患者 245 名（うち女性 166 名）を対象とし、原疾患、CCI 

(Charlson Comorbidity Index) 、 CRP (C-reactive protein) 、 MMSE (Mini-Mental State 

Examination)、MNA-SF (Mini Nutritional Assessment Short-Form)、BI (Barthel Index)、

BMI (body mass index)、Eichner Index、FOIS (Functional Oral Intake Scale)、CC (Calf 

Circumference)、握力、舌圧、口唇閉鎖圧を測定した。 

 

（3）サルコペニアを有する患者の追跡研究 

サルコペニアによって摂食嚥下機能の低下して経口摂取が困難となった 2 症例に対し、口腔機

能および嚥下機能の追跡調査を行い、サルコペニアの改善過程と摂食嚥下機能の機能回復過程

との関連性について検討を行った。測定項目は、BMI、CONUT 値、CC、握力、SMI (skeletal 

muscle mass index)、舌圧、口唇閉鎖力、嚥下時の舌骨移動量とした。 

 

４．研究成果 

（1）介護施設における窒息者の特徴 

過去に窒息の経験のある入所者 120 名分の調査結果を集計した。その結果、サルコペニアのス

クリーニング指標である SARC-F については、88%が陽性（サルコペニアあり）であった。ま

た、半数以上が疲労しやすい傾向にあり、窒息経験者の多くは筋力や体力が低下している可能性

が考えられた。NM スケールについては、中等度または重度の認知機能の低下がある者が 8 割



以上であることから、窒息経験者の多くは認知機能が著明に低下している可能性が考えられた。

食事姿勢は約 6 割がくずれやすいと回答しており、姿勢を維持することが困難な者が多い可能

性が考えられた。歯（義歯）で噛む事ができる者が約 9 割であったが、噛む回数が少ない者が

55%と多いため、歯（義歯）の問題よりも咀嚼能力や咀嚼する習慣に問題がある可能性が考えら

れた。以上の結果により、窒息経験者の 9 割ほどは認知症とサルコペニアに罹患していた可能

性が示唆された。また、半数以上で疲労しやすく、姿勢がくずれやすく、咀嚼回数が少ないとい

ったサルコペニアの高齢者に多く見られる特徴が見られたことから、サルコペニアが窒息と関

連している可能性が考えられた。 

 

（2）サルコペニアと口腔機能の関連性 

口唇閉鎖力と舌圧において、男性と女性の両方でサルコペニアの有無で有意な差を認めた。さら

に、多変量ロジスティック回帰分析の結果、サルコペニアによる摂食嚥下障害の有無は、年齢、

性別、CCI、CRP、MMSE、握力、CC を調整後でも、口唇閉鎖力と有意に関連していることが

示唆された。ROC 曲線分析（図 1）において、サルコペニアによる摂食嚥下障害を口唇閉鎖力

で判定した場合のカットオフ値は、男性では 10.4 N、女性では 8.5 N であった。また、舌圧で

判定した場合のカットオフ値は、男性では 24.3 kPa、女性では 23.9 kPa となった。以上の結果

から、サルコペニアによって口唇閉鎖力および舌圧が低下することが示唆された。また、口唇閉

鎖力または舌圧が前述のカットオフ値を下回っているときには、摂食嚥下機能が低下している

可能性があり、窒息のリスクが高いと考えた。 

 

（3）サルコペニアを有する患者の追跡研究 

症例 1 は腰椎圧迫骨折後の廃用症候群により回復期病院に入院した 89 歳男性。入院時の BMI

が 13.2kg/m2 と著明なるい痩状態であり、SMI が 4.3、CC が 22 であったことから、サルコペ

ニアと診断された。症例 2 は腰椎圧迫骨折後の廃用症候群により回復期病院に入院した 78 歳女

性。入院時の BMI は 11.3kg/m2、CONUT 値が 7 と著明なるい痩状態であり、SMI が 2.9、CC

が 21.4、握力 5.3kg であったことから、サルコペニアと診断された。これらの症例の栄養状態、

骨格筋量、握力、舌圧、口唇閉鎖圧、舌骨移動量の回復過程を追跡調査した結果、栄養状態、骨

格筋量、握力の向上に伴って、口唇閉鎖圧と舌骨移動量の向上を認めた。以上の結果により、サ

ルコペニアと摂食嚥下機能が関連していることが関連していることが示唆された。 

 
図 1 サルコペニアによる嚥下障害の有無を口唇閉鎖力または舌圧で判定した場合の ROC 曲線
（男性） 
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